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　どうもご紹介、ありがとうございました。
京都大学数理解析研究所の岡本と申します。
　きょうは、このような題で少しお話をさせ
ていただきます。ちょっと日本語がおかしい
んじゃないかというふうにも言われました
が、もう今さら変えようもない。この「の」
が２つ続くというのは、ちょっとあんまりよ
くないのかもしれません。しかし、役に立つ、
役に立たないというのは、これは最近は非常に重要なキーワードですので、それについて
皆さんと共通の意識を持ちたい、これが私のきょうの動機づけでございます。
　役に立つといっても、それは一体どういう意味なのか、人によって考え方が少しずつ違
うようです。それに対して数学の人間は、どういうふうな考え方をするのか、そういった
お話を皆さんに聞いていただきたいと思います。
　最初に、ちょっと申しわけございませんが、提言というよりは、むしろ弁明に近いもの
になってしまうかもしれません。この辺はちょっとご容赦いただきたいと思います。
　まず最初に、数理解析研究所について、ごく簡単にご紹介させていただきます。
　私どもの研究所は、もう 51 年たっておりますので、歴史もございます。どういうこと
をやってきたのかはホームページに説明してございますが、数学及び数学の周辺のコンピ
ューターサイエンスとか、そういったものを含む数理科学全体の研究及び教育に従事して
いるところであります。
　前の所長であります森重文さんのビデオも
ホームページにございます。きょうはちょっ
と時間の都合で、これを紹介することはいた
しませんけれども、もし森さんの肉声が聞き
たかったら、このビデオをぜひごらんになっ
てください。なかなか面白いことをおっしゃ
っておられます。
　まず最初ですので、簡単に自己紹介を
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させていただきます。1990 年からおりま
す。Research Institute for Mathematical 
Sciences というのが英語の名前ですので、
普通我々は、自分たちのことをＲＩＭＳとい
います。最近は、いろんなところから数学以
外との共同というようなことも話が来ること
もありまして、私は今、健康長寿社会の総合
医療開発ユニットという、このリーディン
グ大学院のユニットの教授会の末席にも、ちょっと名前が載っております。Leaders for 
Integrated  Medical Systems というらしいです。で、ＬＩＭＳと書くんですけれども、
日本語ですとＲとＬの区別がほとんどつきませんので、私はこっちのＲＩＭＳにも属して、
こっちのＬＩＭＳにも属すると。
　専門は数値解析学及び数理流体力学、最近は数学史も少しは勉強しております。なぜ数
学を選んだのか、そういったことについても触れてくださいという要望がありましたので、
私の理由をここで述べます。
　それは、数学以外は無能だったからと、これに尽きます。ただし、高校生のときは、世
界史が非常に好きでした。数学をやらなかったら、きっと世界史の勉強をして、それに関
連する仕事を何らかの格好でやっていたように思います。
　こういった数理科学の話を今からしていく
わけですけれども、数理流体力学と流体力学
はどう違うのか、流体力学というのは、流体
の研究をするものですので、実験とかもしな
ければいけないわけです。しかし、数理流体
力学というときには、それを数学に基づいて、
偏微分方程式に基づいて、そしてそれをコン
ピューターでシミュレーションしてと、そう
いったことをやらなければいけないわけで
す。こんなことをやりたい。
　で、これはある海岸で撮った写真ですけど、こんなのは皆さん見たことありますよね。
じゃ、これをコンピューターで、そっくりそのまま三次元で再現できるのか、再現できる
と思われるでしょうか、皆さん。今はスーパーコンピューターがあるわけです。
　で、水というのは、そんな変な物質ではないわけです。水の性質は我々はよく知ってい
ます。空気の性質も我々はよく知っております。そんなエキゾチックな物質ではないわけ
ですね。
　ですから、微分方程式だってわかっている。じゃ、わかるかといいますと、それらしき
ものを計算することは不可能ではないんですが、本当に正しい、ぴったり合うというよう
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なものをコンピューターで再現できるかというと、絶対にできません。そこで、できる、
俺ならやってみせる、そのかわり 100 億円ぐらい研究費下さいねというふうに言ってし
まう人間がいるかもしれませんが、私はそんなことは絶対によう言いません。それは恐ら
く不可能、それらしきものを出すことはできる。それは絶対できます。それと数学者が満
足するような研究が出せるということは、これは同じではないわけです。そこは我々は正
直にやりたいと思うわけです。
　もう一つだけ、例えば、これは鳴門の渦潮
ですけれども、こういった比較的難しいもの
も、ある程度モデル化してコンピューターの
上で再現することは可能です。しかし、全く
同じものではないです。それらしきものです。
　こんなものが出せる。だけども難しい、ど
うして難しいのか、それは、これは実験、私
が北京大学に行ったときに上空で撮った、キ
ャンパスから空に向けて撮った写真なんですけれども、非常に真っ直ぐな素直な部分とガ
ーッと乱れている部分が、ちょうど共存しているんです。これはこっちのやつでもそうで
す。ほぼ真っ直ぐな部分と、ぐじゃぐじゃになっていて、とても予測がつかない部分とが
両方とも存在しています。で、非常に小さなスケールと非常に大きなものとが共存してい
る。こんなものを数学的にやろうとしても、これはなかなかできるものではないんですね。
　ちなみに、1997 年の段階では、北京の空
って、こんなきれいだったんですね。私も、
しばらく見てなかったんですが、こんなにき
れいだったわけです。
　こういったことをやりたいわけですけれど
も、やりたいけれどもできないという心の中
の葛藤があるわけです。
　今から数学の役の立ち方、少しずつ話をし
ていきたいんですけど、その前に、数学とは
何ぞや、数学は何を対象とするのか、何を守
備範囲とするのか、あるいは数学者は、どう
いう生態をしているのか。で、数学で発見を
するときには、どういう条件が必要か、こう
いったことについて、まず聞いていただきた
いと思います。
　それは、数学というのは、割とジャーナリ
ズムの対象にはなっているんですけれども、
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ジャーナリストの描く数学像と我々が持っているイメージというのは必ずしも同じではあ
りません。ジャーナリストさんを責めるつもりはありませんけれども、やっぱり違うんで
すね。これについて一応こんな感じですよということをわかっていただいてから、役に立
つとか、役に立たないと、そういう議論をしていただきたいと思うわけです。
　では、ちょっといきます。数学の守備範囲、
どんな学問にも、我々はこれをやります、だ
けどこれはやりませんというのが必ずあるは
ずなんです。境界は、ある程度ぼんやりして
いますが、これは幾ら何でもやりませんとい
うのはあるわけです。ですから守備範囲は、
ある程度言っておく必要がある。
　このオイラーという有名な数学者が活躍し
た 18 世紀のころ、数、代数、図形、空間、力学、
微分方程式、確率論、こういったものが数学の対象でありました。これは今でも対象です。
これに従事している数学者の数は非常に多いです。
　一方、20 世紀になりますと、20 世紀のヒーローはいろいろいますが、そのうちの一人
がヒルベルトという人です。このヒルベルトという人が活躍していたころ、数学はどうい
うふうに広げていたかというと、守備範囲としては、まず集合というものが出てきた。そ
れは 16 世紀のころまではなかった。グラフ理論、アルゴリズム、数値計算、こういった
ものが、どんどん、どんどん高度化しまして、非常に難しい数学的な問題を与えるように
なってきた。それが 20 世紀の半ばから後半のころになってからです。
　このように数学の守備範囲は、だんだんと広がってまいりました。じゃ、21 世紀はど
うなったか、もう大体これでおしまいと思われるかもしれませんが、意外にそうでもない
んですね。最近では、こういう言葉も出始めております。数理生物学とか、数理医学とか、
あるいは数理何とか、何でも既存の分野に「数理」とつけば新しい分野ができると、そう
いうふうに思っておられるかもしれませんが、そうでもないんです。やっぱり数学には数
学の守備範囲がある。ある程度できそうな、こんなような分野が勃興しつつあるというふ
うに言っていいんじゃないかと思います。
　そのうち、今、高校生の諸君もたくさんいらっしゃいますけど、高校生諸君がやるのは
せいぜいこのあたり、これぐらいですね。集合論は今はやらなくなりましたから。これが
大学では、これぐらい広がってくるわけです。で、この一番最後に書いた文は大事なこと
ですので、ちょっと皆さん読んでいただきたい。他分野の研究者との共同研究を望んでい
る数学者は結構いるんです。数学を研究したいと思っておられる他分野の方、例えば、生
命科学の人、そういった方も結構いらっしゃる。たくさんはいません、もちろん。でも、
そこそこいらっしゃる。これが、ある程度大きなうねりになってくる可能性はあります。
　数学に対するイメージというのは、いろいろございますけれども、まず、これはよく聞
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きますね、一番上のやつ。これは非常によく
聞くんです。あなたは何を専門にしてるのと、
私、数学ですというと、「ああ」とか言って、
真っ先に言われるのはこれ。で、こういう方
はいらっしゃるんですが、これはまだ何とか
なるんです。一方、もっと怖いのは、もう完
成された学問である、今はコンピューターが
全部計算してくれると、今はコンピューター
が証明もする、だからもう数学者は要らん。これを反論するのはね、反論はできるんです。
だけど、反論するのにものすごく時間かかるんですね。ちょっと今から 10 分でやれと言
っても、そう簡単に反論はできない、抽象的でわかりにくい、これもよく言われることです。
　抽象的でわかりにくい、確かにわかりにくいのかもしれませんが、実は数学が役に立っ
ているのは、抽象的であるから、それにほかならないわけですね。抽象的であるがゆえに、
あれにも使える、これにも使える。この手法があっちにも使えれば、こっちにも使える。
こういうことは断言できますので、抽象的であるということは、ある程度やむを得ないこ
とであると、そう思っていただきたいわけです。このようなイメージが確かに数学に対し
てあるんです。
　実は、日本数学会というのは、もう古くか
らあるわけですけれども、日本数学会とは別
に、応用数学の学会を打ち立てようという
動きが 1990 年に実を結びまして学会ができ
ました。その学会の名前は、Japan Society 
for Industrial and Applied Mathematics
というわけですから、工業と応用数学に対す
る学会と。応用数学の学会なんですが、日本
応用数理学会となったわけです。
　で、なぜ応用数学ではないのですかと、英語はこれでいいんです。日本応用数学会では
ないのですかと、日本数学会というのがあるわけですから。
　私はこのときの議論に参加しておりました。そのときに、応用数学という「数学」とい
う言葉を使うと嫌われるので、学会員が減る、それでは学会は成り立たんから、「数学」
という言葉を使うのはやめてくれと、じゃ、応用数理ならいいですかと、応用数理ならい
いでしょうということで、みんなが妥協したと、そういう経緯があるんです。これはうそ
ではないんです。
　そのときに、ちょうど同じころだと思うんですけれども、やっぱりアンケートとかをと
ってみますと、その道では有名な方が、自分はアンチ数学であると、私は数学が役に立っ
たと思ったことは一度もないと、そうおっしゃる方もいたわけです。もちろん、私は数学
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が大事だと思うと、そういうふうにエールを送ってくださる人も非常にたくさんいたんで
すが、こういう方もいらっしゃる。
　だけど、このようなアンチ数学と標榜しておられるような方でも、恐らく私の想像では、
中学校や高校のころは数学は一生懸命やられたんだと思うんですね。一生懸命やられたん
だけれども、いじめられたら二度とかかわりになりたくない、そういう意識があるんじゃ
ないかと思われます。想像します。
　だけども、そういう人でも、非常にわけのわからないことを考え抜いて、結局ダウンし
ちゃったけれども、数学をいろいろやったというのは恐らく間違いないはずで、そういっ
たところで頭脳が鍛えられているという可能性は大いにあると思うんです。数学で頭脳が
鍛えられているから、ほかの分野に行っても論理回路は使えるので成功すると、そういう
例はきっとあると私は思っております。
　ですので、数学嫌いであったとしても、数学は役に立っていないという保証はないわけ
です。その本人が数学は嫌いであると認識しているだけであって、そういう人であっても、
数学は助けているかもしれないわけです。私はそう強く信じたい。
　あともう一つ、これが言われれば当たり前、
何でそんなことを言われにゃならんのだとい
うことになりますが、ちょっとこれだけ聞い
ていただけますか、数学には仮定が要る。何々
ならば何々であるという格好で数学は書きま
す、必ず。これは高校のときに習うと思いま
す。ですので、21 世紀の末には地球の平均
気温は何とか度上昇していると、これは数学
たり得ないわけです。絶対にそれは無理です。このような命題を数学者が言うことはない
と思います。
　我々が言えることはこうです。このモデル方程式が正しくて、このパラメーターが正し
ければと、ここまでが仮定ですね。このモデル方程式が正しいと仮定せよ、このパラメー
ターも正しいと仮定せよ、そしたら地球の平均気温は何度か上昇していると、これでなけ
ればいかんはずなんです。
　だけども、世の中には、これだけを要求する人がいっぱいいるんですね。そんなことは
どうでもよろしいと、それはおまえの屁理屈である。数学者なら白黒どっちかつけろと、
２度上がるのか、上がらんのかどっちやというふうに責められても、我々としては「わか
りません」というしかないわけです。
　だから、これ、意外に、今ウフフと笑っておられる方が多いですけれども、よく言われ
るんです。だけど、注意しなければいけないことは、我々がやっていることには必ず仮定
が入っている。その仮定がある、その仮定の外にあるような状況にあったしたら、結論は
正しい保証はどこにもない。それをやってしまっては、それは理論の適用外になるわけで
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す。そのようなことを我々は常に考えている。
そういう人種です。
　もう時間がありませんから、どんどん行き
たいんです。さっきは数学に対するイメージ、
今度は数学者に対するイメージ。数学者に対
するイメージですぐ出てくるのは変人、アメ
リカの英語には Math nerd という、そんな
英語もできておるんですね。math というの
は、もちろん Mathematics ですから「数学」なんですけれども、nerd というのは、何
と訳したらいいのか、私はよく知りません。「オタク」というんですかね、ヘナヘナした
やつとか、そういう「数学オタク」では、ちょっと正確ではないんですけれど、こんな格
好の英語が使われるわけです。
　さらに、数学というのは先天的な才能に依存している。だから、遺伝子で、ある程度も
う決まってしまう。女性には向いていない。京都大学には女性数学者が少ない。このうち
正しいのは、この一番下の命題だけです。数学には体力が実は要るんです。だから、どう
いう人が数学に向いているかというのは、ある程度考えなければいけない。体力というの
は、ぐうっというような、こんな体力ではないんです。朝から晩までずうっと考える。時々
休む。知らない間に寝てしまう。目が覚めたらまた同じことを繰り返す。それ以外のこと
は何もしない。もちろん、トイレぐらいは行くかもしれないけれども、そんな感じの生態
が多いんですね。で、あるときふっと来るわけです。
　この映画はアラン・チューリングという人がモデルになっていますし、これはジョン・
ナッシュという人がモデルになっています。こんな映画も出てますから、皆さんも、ある
程度のイメージはお持ちでしょう。だけど、中にいると、そうでもないんですね。
　女性には向いてないというのは、これはうそです。なぜかといいますと、例えば、韓国
のソウル大学に行きますと、ソウル大学の数学を専門
にしている人、そこの数学科に行きますと、大体４割
から５割は女性です。フランスの大学、イタリアの大
学でも、大体半分ぐらいは女性がおります。中国の復
旦大学にも行ったことがあります。復旦大学の授業を
見たときには、大体３分の１は女性でした。数学専攻
の学生の中で女性が３分の１だったという意味ですよ。
全体でという意味じゃありません。ですので、今世界
中で女性数学者というのはたくさん出ています。
　今現在、国際数学者連合という組織がありますけど、
そこのトップは、森重文さんという、うちの研究所の
前の所長ですけれども、その森重文さんの前の連合の
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総裁は女性だったわけです。
　ちょっとだけ弁明させていただきますと、数理解析研究所では、ちょっと前に世界的女
性数学者の話を聞いてみませんかと、こういうポスターをつくって、女性に対する数学の
偏見を少しでも弱めようと思って、バーバラ・キーフィッツ先生に来ていただきました。
それで彼女の講演をしていただいて、その後、高校の先生とか、いろんな人々に質疑応答
をやっていただいて、なかなか盛況だったわけです。講演が１時間で、質疑応答が１時間
半もあったわけですから、どれぐらい盛況だったかは大体想像していただけると思います。
　それで、どうやってやったら女性にも数学ができるのかとか、いろいろ話はあるわけで
す。そもそも数学に向いているかどうか、男と女でそんなに差があるわけではない。だけ
ども、そこで非常にびっくりしたのは、質疑応答の中で、「はいっ」とある男の子が手を
挙げて、それは若い男の子です。高校生か大学１、２年か、それぐらいの若い人です。
　バーバラ先生、ちょっと教えてくださいと、私の妹はなかなか数学がよくできます。だ
けども、私はそれでいいと思うんですが、両親が数学の勉強をすることに大変反対してお
ります。一体どうしたらいいでしょうか、そういう質問をされるわけです。
　さすがにキービッツ先生もそのときは、ウーンとか言うて、我々もどう答えようかなと、
日本の社会の中では、親の言うことを聞くというのは大事な美徳ですので、そんなことは
無視すればよろしいと言うわけにもいかず、困った。
　ですが、世界の今の状況を見ていただければ、女性が数学の研究に向いてないというこ
とはあり得ないことだと思いますので、ぜひ、ここにはお父さん、お母さんがいらっしゃ
ると思いますけど、自分の娘あるいは孫、そういった人たちが数学をやりたいと言ったと
きに、あれは女には向かないのよとか、そういうことは言わないでいただきたいわけです。
現に日本以外の各国では、女性数学者が続々と出てきておるわけです。
　最近の話題というのも少しはやろうと思ったんですが、あと 10 分しかありませんので、
要するに、マスコミで有名になったのはＡＢＣ予想ですね。これは、整数論の予想だった
んですが、私の同僚が解いたとうわさされておるわけです。これについては、まことに申
しわけないですが、本人がありとあらゆるインタビューを断っておりますし、コメントも
しないと言っておるわけですので、私が言うわけにもいきません。ですから、申しわけご
ざいませんけど、質問はしないでください。もう２年半たちましたから、いずれ出てくる
と思います。もうちょっと待ってください。
　いろんな話がありますけど、きょうはちょ
っと時間がありませんので省略しまして、日
本の数学のレベルは今世界でどれぐらいか、
こういうこともちょっと聞いていただきたい
と思います。日本人が発明した問題、定理、
アルゴリズム、こういったものを並べてみま
すと、結構あるんです。
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　高木貞治の類体論というのが多分一番古い
ものでしょう。掛谷宗一の問題。掛谷宗一さ
んというのは広島生まれらしいんですけれど
も、こんなものはいっぱいあります。伊藤清
の公式というのは、これは確率解析でなくて
はならないものですし、ウォール街で一番有
名な日本人数学者とか言われることもあるみ
たいです。
　こんなような定理、こんなものがいっぱい
あります。積分公式とか、超関数の理論とか、森重文さんの理論とか。この赤で書いたの
は数理解析研究所の関係者です。日の丸をつけたのは何かというと、これはその成果が日
本国内の雑誌、あるいは日本語で発表されたものが、これだけです。結構あるんですね。
　これは皆さんにとってみれば、何じゃこれは、聞いたこともないわということかもしれ
ませんけれども、その道の専門家に、これを見せれば、ああ、あれね、という感じで、専
門家にとっては誰でも知っているような有名な定理を一応並べたんです。これだけの国力
はあるわけです。
　だから、意外に、結構日本人は頑張っているというイメージを私は持ちます。もちろん、
アメリカとか、ドイツとか、イギリスとか、ああいうものに比べますと、さすがに歴史で
負けますので、積み重ねでちょっと負けてしまいますけれども、結構日本人は頑張ってい
ると、こういうイメージを私は持ちます。
　ですが、残念ながら、こんなイメージでしょうか、私
にはよくわからないんですけれども、意外に日本人の数
学者というのが、ジャーナリズムにのってこない。ジャ
ーナリストの人たちも欧米の人たちを追うのに忙しいの
で、なかなか日本人の数学者の活躍をメディアにのせて
くれない、ちょっと残念な気がいたします。
　役に立つというのは、Amazon で数学で役に立つと
検索しますと、山のように本が出てきます。そのものず
ばり、「数学は役に立っているか？」という、そういう
タイトルの本だってあるわけです。こういったことをきょうやるつもりはないわけです。
私が幾ら数学は役に立つ、役に立つと言っても、それは手前みそで言っているだけじゃな
いのかといわれるだけです。ですが、この辺の本なんかを見ていただきますと、数学以外
の人で数学にエールを送ってくださる人は結構いらっしゃるわけです。
　数学が役に立つというのは、どういうことか、共通の認識がそもそもないんじゃないか
と思って、私は非常に心配しております。役に立つということの意味が皆さんによってま
ちまち。例えば、数学の研究が進むことによって国民１人当たりの所得が増えるかという
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と、これはノーですね。これは誰がいうても
ノーです。はっきり言って。関係ありません。
　しかし、何らかの意味で国民が豊かになる
のか、幸せな気分になれるかというと、そう
かもしれんと思ってくださる人も少しは出て
くると思います。全員が全員そう思ってくだ
さるとは私も思いませんが。
　一方で、高速で安全なコンピュータープロ
グラムをつくるために数学が果たしている役
割というのは、これは無視できない。これは
多分、100 人が 100 人ともでなくても、か
なりの人が賛成してくださるんじゃないかと
思います。あるいは、地下資源の探索とか、
診断装置、これは病院では絶対必要なもので
すけれども、そういったところで使われてい
る数学があるというのも事実です。
　数学者だけがやっているわけではありませ
ん。数学者のアイデアをエンジニアの人々が、
いろいろ使って、こういった装置をつくるわ
けです。ですから、非常に間接的ではあるけ
れども、役に立つ立ち方は結構あるはずであ
ると信じております。
　ところが世の中には、どう頑張ってみても
無理な問題というのがあるんです。皆さん、
例えば現在を知って未来を知ること、現在を
知って過去を知ることのどっちが難しいか、どっちが難しいと思いますか。現在が完璧に
わかったら未来はわかるか、現在が完璧にわかったときに、過去を計算できるか。大抵の
人は、未来を知ることは難しい、こっちは過去は易しいであろうというふうに思われる方
が多いみたいですが、実は数学的にいうと、こっちのほうがずっと難しい。なぜかという
と、こっちのほうが誤差に対する敏感さが大きい。ちょっとした誤差が、計算を進めてい
く途中でぐうっと広がってしまう、そういう現象があるんですが、それはこっちに、ここ
に出てくるわけです。
　誤差というのは、計算の場合には必ず伴います。この誤差は、例えば、このようなグラ
フで囲まれた、ここの面積を計算しなさいということであれば、比較的うまくできますが、
このようなギザギザで微分もできないような関数になってしまいますと、誤差は非常に大
きくなります。プログラムの中で我々が何が起こっているのか知らないで勝手にプログラ
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ムを使うと、非常に痛い目に遭う。ですので、
例えばこのような現在を知って、はるか昔の
過去を知ることというのは、これはもうほぼ
絶望的に難しいです。
　発見するときの過程とか、これはもう時間
がありませんので省略しますが、異常なまで
の集中がまず必要なんですね、数学の場合。
ほかの分野でも必要かもしれませんが、数学
では特に必要だと思います。で、ダラーッと
だらけてしまう。で、また同じことを繰り返
して、あるとき発見すると。で、発見したも
のは論文にまとめると、こういう作業をやり
ます。こういったことをするときに、これが
必要なんです。やめる、もう難し過ぎるから
やめる、もうやらんと思って諦める。で、し
ばらくすると、ああそうだということに気が
つく、そういう作業がよくあるんですね。こ
れは、ポアンカレとか、アダマールとか、あ
るいは私の尊敬するロバート・ミウラ氏とい
う日系のアメリカ人、こういった人たちがい
ろんなところで言っております。
　これについて説明するための時間が、ちょ
っともうございませんので、あと１分しかあ
りませんので、ちょっと省略して、場外ホー
ムランをかっ飛ばすためにはどんなものが、
どれぐらいの時間がかかるのかというのをちょっといきたいと思います。さっき言いまし
た高木貞治の類体論、岡潔というのは、広島大学におったこともあるわけです。これはど
ちらも数学の世界ではものすごく有名な巨大な存在です。
　岡潔は、生涯にこれだけしか論文を書きませんでした。25 で帝国大学の講師になって
おるわけです。で、25 から 36 まで何しておったんやと、何もしてなかったんでしょうか、
そんなことはないわけです。ずうっと考えて、寝て、考えて、寝てというのをずうっとや
っておったわけですね。
　あるとき、ボーンと場外ホームランをかっ飛ばした。高木貞治も、最初幾つか論文を書
いてはりますが、これは全部短い論文です。だから、1903 年には４本書いているわけで
すね、論文を。ところが、それから 11 年間、何も書いておらん。よくぞこれで大学の先
生が務まったなあと思われますが、その後ガーンとホームランを打つわけです。本人もど
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うやってして、これを見つけたかというのは、
いろんなエッセーに書いておりますので、見
ていただければわかりますが、心の中の葛藤
は 11 年間ずうっと続いているわけですね。
　岡潔も、生涯にこれだけしか論文を書かな
かったわけですけれども、もうぽつぽつと出
さないんです。これは全部ホームランなんで
すね。こんな人もいるわけです。
　他人にまねのできない理論の完成には、大
変大変長い時間がかかります。皆さんは、こ
れを気長に待ってくれますでしょうか、我々
の給料はみんなの税金から出ておるわけで
す。私は、待ってくださる国民も少しはいて
ほしいと、それをお願いしたいところです。
全員が全員、私の言うことが正しいと言って
くださるとは、そこまで期待しておりません。
これができなくなると、純粋数学はできなく
なります。
　まとめに入りたいと思います。数学に関しては、遺伝子は関係ないんです。才能はどこ
から出てくるかわからない。出てきたときに、それをぴっと拾い上げる、そういうシステ
ムが必要です。日本人数学者の成果が目に見えてくるのは、多分これからであろうと思い
ます。
　けさのご講演にも、日本の中に非常にたくさんの哺乳類が絶滅危惧種になっているとい
うお話がございましたけれども、数学が絶滅危惧種になるかどうかは、これはもう国民の
皆さんの判断に委ねるしかないわけで、我々は一生懸命頑張っております。
　ご清聴ありがとうございました。以上です。


